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平
成
31
年
4
月
22
日

臨

時

議

会

臨

時

議

会

専
決
処
分
及
び
承
認
内
容

氷
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

内
容

●
住
宅
に
対
す
る
税
制
上
の
支
援
策

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控
除
期

間
を
3
年
延
長
。

●
軽
自
動
車
税
で
は
、
グ
リ
ー
ン
化

特
例
と
エ
コ
カ
ー
減
税
の
軽
減
割

合
を
見
直
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
制
度
の
趣
旨

を
ゆ
が
め
て
い
る
よ
う
な
団
体
に

つ
い
て
は
、
特
例
控
除
の
対
象
外

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
直

し
を
行
う
。

●
子
供
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
、

前
年
の
合
計
所
得
が
1
3
5
万
円

以
下
で
あ
る
ひ
と
り
親
に
対
し
て
、

個
人
住
民
税
を
非
課
税
と
す
る
も

の
。

●
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
住
宅
用
地

に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の

適
用
期
間
を
2
年
間
延
長
す
る
。

以
上
の
税
条
例
の
改
正
内
容
は
、
平

成
31
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
3
月
議
会
閉
会
後

に
国
会
に
お
い
て
成
立
、
改
正
法
律
が

3
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
31
年
3
月
31
日
付
け
で
専
決
処
分

し
た
も
の
で
あ
る
。

補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

3
6
1
万
6
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

68
億
7
千
7
3
2
万
4
千
円
と
す
る
。

補
正
予
算
内
容

●
商
工
費
で
、
平
成
31
年
4
月
6
日

に
立
神
峡
公
園
内
の
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
前
の
圧
送
ポ
ン
プ
が
故
障
し
、

里
地
公
園
管
理
棟
や
キ
ャ
ン
プ
場

炊
事
場
及
び
ト
イ
レ
の
汚
水
を
圧

送
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
急
遽

マ
ン
ホ
ー
ル
用
汚
水
ポ
ン
プ
2
台

の
交
換
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
の

費
用
2
0
0
万
円
。

●
ま
た
、
こ
の
第
5
マ
ン
ホ
ー
ル
か

ら
管
理
棟
先
の
展
望
所
横
に
あ
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ま
で
の
下
水
道
管
に

つ
ま
り
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
清

掃
業
務
を
委
託
す
る
た
め
の
費
用

30
万
円
。

●
教
育
費
補
正
予
算
で
は
、
弁
護
士

委
託
料
の
1
3
1
万
6
千
円
。

氷
川
町
早
尾
の
町
指
定
文
化
財

「
大
王
山
古
墳
第
2
号
」
に
つ
い

て
、
近
く
の
寺
院
が
町
を
提
訴
し

た
た
め
、
そ
の
弁
護
士
費
用
。
寺

は
「
古
墳
の
範
囲
が
あ
い
ま
い
で

あ
り
、
町
指
定
文
化
財
台
帳
の
記

載
に
不
備
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

も
そ
も
町
指
定
文
化
財
で
は
な

い
」
な
ど
と
の
主
張
内
容
。

同
古
墳
は

国
道
3
号
線

東
側
の
大
王

山
古
墳
群
の

１
基
で
1
9

6
9
年
に
旧

宮
原
町
が
町

文
化
財
に
指

定
し
た
。

熊
本
地
方

裁
判
所
で「
指

定
文
化
財
範

囲
確
認
等
請
求
事
件
」
と
し
て
5
月
15

日
に
第
1
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
6

月
21
日
に
は
弁
論
準
備
が
行
わ
れ
て
い

る
。歳

入
は
、
全
額
前
年
度
繰
越
金

3
6
1
万
6
千
円
を
財
源
と
し
て
充
当

し
た
。

平
成
31
年
第
３
回
町
議
会
臨
時
会
が
４
月
22
日
開
催
さ

れ
た
。
31
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
専
決
処
分
（
専
決
第
１
号
）
の
報
告
を
受
け
承

認
を
行
っ
た
。

立神峡公園内マンホール

大王山古墳群大王山古墳群
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令和元年6月定例会本会議の概要令和元年6月定例会本会議の概要

6
月
定
例
会
は
、
10
日
か
ら
14

日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
議
案
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、
先
行
し

て
議
決
を
行
っ
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
1
反
対
10
の
賛
成
少
数

で
否
決
を
し
た
。

竜
北
中
学
校
の
空
調
設
備
等
設

置
工
事
の
請
負
契
約
は
、
地
方
自

治
法
及
び
町
条
例
の
規
定
（
予
定

価
格
5
千
万
円
以
上
の
工
事
契

約
）
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
が
必

要
で
あ
る
。

こ
の
工
事
契
約
は
、
予
定
価
格

に
対
す
る
落
札
率
が
97
％
と
氷
川

中
（
90
％
）
に
比
べ
て
高
い
こ
と

か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
り
、

「
（
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
）
氷
川
中

の
工
事
を
90
％
で
で
き
る
業
者
が

い
る
。
経
費
削
減
の
た
め
、
も
っ

と
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

反
対
討
論
が
あ
り
採
決
の
結
果
、

否
決
と
な
っ
た
。
な
お
賛
成
討
論

は
な
か
っ
た
。

報
告
は
、
有
限
会
社
氷
川
町
ま

ち
づ
く
り
振
興
会
の
経
営
報
告
に

つ
い
て
と
平
成
30
年
度
の
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

条
例
改
正
の
議
案
で
は
、
「
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
こ
れ
は
、
国

会
議
員
の
選
挙
時
の

執
行
経
費
基
準
法
の

改
正
に
伴
い
、
投
票

立
会
人
等
の
町
報
酬

条
例
を
改
正
す
る
も

の
。
次
の
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
議
案
に
つ

い
て
は
、
政
令
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者

に
か
か
る
第
1
号
保

険
者
の
減
額
賦
課
規

定
の
改
正
。

災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
法
律
及
び

施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
っ
て
、
町
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

予
算
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）【
下
段

概
要
説
明
】
と
令
和
元
年
度
介
護

保
険
特
別
会
計
（
第
1
号
）（
介
護

保
険
制
度
改
正
対
応
の
委
託
費
用

の
52
万
円
）が
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、
熊
本
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
共
同
処
理
規
約
の
一
部
変

更
（
合
志
市
が
組
合
共
同
事
務
か

ら
脱
退
す
る
）
も
提
案
さ
れ
た
。

議
案
「
物
品
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
」
は
、
地
方
自
治
法
及

び
町
条
例
の
規
定
（
予
定
価
格

7
0
0
万
円
以
上
の
物
品
購
入
）

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で

あ
る
が
、
軽
減
税
率
が
伴
う
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
氷
川
竜

北
物
産
館
の
ポ
ス
シ
ス
テ
ム
の
改

修
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、

9
9
9
万
円
で
福
岡
県
の
業
者
が

シ
ス
テ
ム
一
式
を
随
意
契
約
。
こ

れ
を
議
決
す
る
も
の
。

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議

を
経
て
、
工
事
請
負
契
約
を
除
き

全
員
賛
成
で
議
案
を
可
決
し
た
。

諮
問
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
に
氷
川
町
吉
本
の
川
田
博
文

氏
と
氷
川
町
野
津
の
西
村
博
子
氏

の
推
薦
に
同
意
し
た
。

一
般
質
問
は
、
2
日
目
に
町
政

全
般
に
つ
い
て
4
人
が
登
壇
し
氷

川
町
発
展
の
た
め
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

一般会計補正予算

5,412万9千円を可決

一般会計

5,412万9千円を補正し
69億3,145万3千円に
主な一般会計補正予算の事業内容

ペルー熊本県人会創立100周年記念式典出席3名旅費
次年度から任用職員の制度移行に向けた支援業務委託
改正健康増進法に伴う喫煙ブース4施設の設置
氷川町移住者への支援金支給（1世帯分）
認知症高齢者グループホーム開設補助
幼児教育無償化に伴う子ども子育て支援システム改修
果樹強化棚・イチゴ自動換気施設整備事業補助
農業用ハウス強靭化緊急対策事業補助
消費税率引上げプレミアム商品券システム導入業務委託

240万円
220万円
252万円
100万円
3,920万円
188万円
229万円
99万円
117万円
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町
村
議
会
常
任
委
員
長
・

議
会
運
営
委
員
長
研
修

令
和
元
年
度

令
和
元
年
7
月
9
日

臨

時

議

会

臨

時

議

会

令
和
元
年
第
5
回
町
議
会
臨
時
会
が
7
月
9
日

開
催
さ
れ
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）
と
3
本
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
。

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

講
演
「
チ
ー
ム
議
会
の
す
す
め
」

講
師

早
稲
田
大
学

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局
長

熊
本
市
政
策
参
与

中
村

健
氏

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
、
県
下
の
町
村
委

員
長
の
1
7
3
名
が
出
席
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、い
ま
地
方
議
会
の
現
場
で
は
、

議
会
が
ま
さ
に
チ
ー
ム
議
会
と
な
っ
て
住
民
や
執
行

部
を
巻
き
込
み
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
、
議
会
改
革
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
り
始
め
て

い
る
と
い
う
内
容
で
、「
時
代
の
変
化
を
知
る
」・「
災

害
時
の
議
会
の
役
割
」・「
常
任
委
員
長
・
議
会
運
営

委
員
長
の
役
割
」
な
ど
、
議
会
改
革
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
貴
重
な
講
演
で
あ
っ
た
。
今
後
の
氷
川
町
議

会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

出
席
者
：
清
田
総
務
文
教
委
員
長

片
山
産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
長

平
山
事
務
局
長

日時：令和元年 7月 8日（月）
場所：グランメッセ熊本
（二階コンベンションホール）

補
正
予
算
（
第
3
号
）
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
44
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
69
億
3
千
1
8
9
万
3
千

円
と
す
る
補
正
予
算
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
農
林
水

産
業
費
の
竜
北
物
産
館
白
蟻
駆
除

業
務
委
託
料
44
万
円
。
竜
北
物
産

館
の
事
務
所
と
研
修
室
、
天
井
裏

に
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
が
認
め
ら
れ
た

た
め
、
被
害
拡
大
を
防
ぎ
、
ま
た

駆
除
の
工
法
が
高
温
な
時
期
が
最

も
効
果
的
と
い
う
こ
と
か
ら
臨
時

議
会
の
提
案
と
な
っ
た
。

議
員
か
ら
は
、
施
設
が
経
年
す

る
と
常
な
る
点

検
が
必
要
と
の

要
望
意
見
が

あ
っ
た
。

歳
入
は
、
全

額
竜
北
物
産
館

運
営
基
金
繰
入

金
を
財
源
と
し

て
充
当
し
た
。

次
に
、
工
事

請
負
契
約
の
締

結
の
3
本
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
6

月
定
例
議
会
で
否
決
さ
れ
た
た
め

再
度
入
札
が
実
施
さ
れ
た
竜
北
中

学
校
空
調
設
備
等
設
置
工
事
、
及

び
宮
原
小
学
校
空
調
設
備
等
設
置

工
事
、
竜
北
東
小
学
校
空
調
設
備

等
設
置
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
を
審
議
。
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。
（
竜
北
西
部

小
学
校
の
空
調
設
備
等
設
置
工
事

は
契
約
額
5
千
万
円
未
満
の
た
め

議
会
提
案
は
不
要
）

そ
れ
ぞ
れ
予
定
価
格
に
対
す
る

落
札
率
は
、
竜
北
中
学
校
91
・

5
％

宮
原
小
学
校
93
・
6
％

竜
北
東
小
学
校
92
・
8
％
で
あ
っ

た
。
【
入
札
情
報
は
、
熊
本
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
入
札
情
報
公
開

サ
ー
ビ
ス
）
で
閲
覧
可
能
】

イエシロアリの被害の様子
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防
災
の
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
の
耐

震
性
の
強
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
今
後

予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
避
難
場

所
の
耐
震
化
や
津
波
に
備
え
２
階
、
３
階
建

て
の
民
間
の
ビ
ル
な
ど
、
避
難
場
所
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
と
提
案
も
し
て
き
た
。
氷

川
町
は
山
間
部
か
ら
海
岸
線
ま
で
あ
り
、
過

去
に
高
潮
に
よ
る
被
害
も
受
け
て
い
る
。
大

き
な
地
震
が
起
き
れ
ば
津
波
の
被
害
も
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
。
風
水
害
・
地
震
に
対
応
す

る
防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
。
野
津
火
葬
場
跡
地
に
防
災
公
園

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
野
津
地
区

以
外
に
も
必
要
と
考
え
る
が
、
計
画
は
あ
る
か
。

公
共
施
設
の
耐
震
化
の
強
化
は
、

避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
校
舎

や
体
育
館
は
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

役
場
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一

部
の
町
営
住
宅
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
の
で
、
入
居
者
に
住
み
替
え
を
促
し
、

空
き
家
等
は
解
体
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
、
水
害
、
震
災
時
に
住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
避
難
場
所
と
し
て
野
津
防

災
公
園
（
仮
称
）
の
整
備
を
す
す
め
て
い
る
。

今
後
の
防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園
・
広
場
等

の
計
画
で
は
、
下
宮
地
区
に
防
災
公
園
、
沖

塘
地
区
に
高
潮
に
も
対
応
で
き
る
避
難
所
、

東
網
道
、
西
網
道
地
区
に
は
高
潮
対
策
も
考

え
た
広
域
避
難
所
の
計
画
が
あ
り
、
周
辺
道

路
も
今
後
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

熊
本
地
震
の
後
、
日
奈
久
断
層
が
危

険
と
報
道
さ
れ
て
い
る
、
本
町
に
は
こ
の
日
奈

久
断
層
が
通
っ
て
い
る
。
国
土
地
理
院
の
地
図

を
見
る
と
、
宮
原
小
学
校
、
常
葉
保
育
所
、
道

の
駅
、
竜
北
公
園
は
日
奈
久
断
層
の
上
に
あ
る
。

氷
川
町
総
合
振
興
計
画
地
区
別
計
画
書
に

は
、
７
〜
８
割
の
地
区
で
道
路
が
狭
い
、
道

路
整
備
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
避

難
路
の
機
能
を
有
す
る
道
路
整
備
は
ど
う
す

す
め
る
の
か
。

日
奈
久
断
層
は
わ
が
町
の
直
下
を

通
っ
て
い
る
の
で
と
て
も
心
配
し
て
い
る
。

防
災
計
画
等
に
基
づ
き
整
備
を
す
す
め
て
い

く
。
特
に
防
災
公
園
は
急
い
で
造
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、
財
政

の
問
題
も
あ
る
の
で
計
画
的
に
や
っ
て
い
く
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
地
区
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
整
備
し
て
い
る
。
今
後
も
そ
の
方
針

に
変
わ
り
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
内
道
路
、

そ
れ
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
も
計
画
的
に
す
す

め
て
い
く
。

今
年
の
町
民
懇
談
会
で
参
加
者
か
ら

「
国
保
税
が
ま
た
上
が
っ
た
」
と
意
見
が
あ
っ

た
。
私
に
も
「
国
保
税
は
何
で
高
い
の
か
」

と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
保
は
他
の
保

険
と
比
べ
て
税
が
高
く
な
る
仕
組
み
が
あ
る
。

「
均
等
割
」「
平
等
割
」
が
あ
り
、
家
族
が
多

い
世
帯
は
高
く
な
り
、
負
担
が
大
き
い
。

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
子
ど
も
に
か

か
る
「
均
等
割
」
を
免
除
、
減
免
す
る
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と

２
０
１
９
年
度
、
全
国
の
25
市
町
村
が
始
め

る
が
、
本
町
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
に
係
る
均
等
割
減
免
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
費
用
に
よ

り
無
料
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
減
免
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

岩
手
県
宮
古
市
長
は
「
子
育
て
世
代

を
し
っ
か
り
応
援
し
よ
う
と
18
歳
以
下
の
均

等
割
を
全
額
免
除
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

国
保
の
加
入
者
が
子
育
て
を
す
る
と
き
に
負

担
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
子
育
て
し

や
す
い
町
を
つ
く
る
」
ま
た
、「
財
源
は
ふ
る

さ
と
寄
付
金
で
市
長
に
お
任
せ
を
活
用
し
た
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
、
私
に
お
任
せ
し

て
い
た
だ
け
る
部
分
も
あ
り
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
や
そ
う
い
っ
た
政
策
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
分
を
国
保
の
分

に
ど
れ
だ
け
活
用
で

き
る
の
か
と
い
う
の

が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
実
際
そ
う
や
っ

て
お
ら
れ
る
自
治
体

が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

大
い
に
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。

国
保
税
で
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
を
免
除
、
減
免

で
き
な
い
か

Ｑ：風水害・地震に対応する
防災公園の計画はあるか

Ａ：防災公園や避難所及び、
周辺道路も今後計画的に整備したい吉川 義雄

議員

総
務
課
長

町
民
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

野津防災公園予定地野津防災公園予定地

一般質問

が
こ
そ

い
た
き
聞

一般
質問
4議員
立つ
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員

施
設
園
芸
に
お
け
る
環
境
制
御
技
術

等
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
て
、
省
力
化
、
効
率
化
、

高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
む
農
業
の
担
い
手
の
高

齢
化
、
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
農
業
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
の
環
境
制
御

技
術
に
つ
い
て
は
氷
川
町
で
も
各
種
事
業
を

使
い
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
ス
マ
ー

ト
農
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

農
水
省
も
２
０
１
９
年
度
の
目
玉
事

業
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
お
り
県
内
で
も
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
気
に
は
い
か

な
い
と
思
う
が
調
査
、
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、

省
力
化
や
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、

推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

農
業
振
興
課
に
も
知
見
を
有
す
る
任

期
付
き
職
員
等
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
、
知
見
を
有

す
る
任
期
付
き
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
な
い
。
ま
ず
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
支
援
や
講
習
等
を
実
施
で
き
る
個
人
、

業
者
等
を
活
用
し
て
普
及
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

指
導
者
は
必
要
と
思
う
。
職
員
で
担

う
の
か
、
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
部
分
は
あ

る
が
、
幸
い
近
く
に
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
県
の
機
関
が
あ
り
、
能
力
、

知
識
を
持
っ
た
職
員
が
配
置
を
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
の
で
利
活
用
を
図
り
な
が
ら

氷
川
の
農
業
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
。

時
期
を
得
て
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
的
な
能
力

を
持
っ
て
い
る
職
員
の
雇
用
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
か
と
思
う
。

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

定
例
議
会
な
ど
の
一
般
質
問
で

は
、
各
議
員
の
皆
さ
ま
よ
り
町
の
行
政
全
般

に
わ
た
っ
て
出
さ
れ
た
質
問
に
対
し
て
は
、

町
執
行
部
で
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
町
の
施
策
に
反
映
し
て

予
算
化
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
実
施
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の

広
報
誌
等
で
皆
さ
ん
に
対
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
の
周
知
も
考
え
て
い
き
た
い
。

地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
町
内

５
地
区
で
行
い
、
１
４
０
名
ほ
ど
の
参
加
で

あ
っ
た
。
各
地
区
の
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
町

政
に
対
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て
も
担
当
課

で
内
容
を
検
討
し
て
、
そ
の
結
果
は
区
長
さ

ん
を
通
し
て
地
区
の
皆
さ
ま
に
町
の
考
え
を

お
返
し
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に

つ
い
て
は
、
執
行
部
、
課
長
会
等
で
議
論
を
し
、

で
き
る
と
こ
ろ
は
す
ぐ
に
や
る
。
で
き
な
い

と
こ
ろ
は
、
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
の
か
、
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
お
互
い
研
究
を
す
る
。

そ
し
て
早
く
や
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
臨

ん
で
い
る
。
今
日
言
っ
た
こ
と
が
明
日
す
ぐ

で
き
れ
ば
一
番
よ
い
が
、
大
き
な
事
業
に
つ

い
て
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
っ

か
り
そ
の
辺
り
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
も

当
然
、
区
長
さ
ん
か
ら
は
あ
が
っ
て
く
る
が
、

優
先
順
位
を
付
け
て
、
随
時
や
っ
て
い
る
。

皆
さ
ま
方
の
意
見
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
受
け
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
町
政
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
考
え
方
に
は
変
わ
り
な
い
。

一
般
質
問
や
町
政
懇
談
会
等
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て

清田 一敏
議員

Ｑ：スマート農業を推進する考えはないか
Ａ：情報を収集しながら利用を考えたい

Ｑ：一般質問や町政懇談会で出された意見はその後、
どう対応しているか
Ａ：執行部、課長会等で検討し可能なものは施策に反映している

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

総
務
課
長

環境制御技術が進む施設園芸環境制御技術が進む施設園芸

一般質問
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岩
手
県
金
ヶ
崎
町
議
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
視
察
受
け
入
れ

　７月 24日午後、町長とともに議員 11名は農林水産省への政府要望を行った。
大臣室にて吉川貴盛大臣に対し、農業農村整備事業の推進に関する要望書を提出。
　引き続き、牧元幸司農村振興局長、奥田透農村振興局次長、ほか整備部長、整
備部防災課長にも要望書を提出した。　
　 要望概要は次の通りである。

　湛水防除事業の推進

　網道地区にある排水機場は設置後 30 年以上を経過し機器の老朽化が著しい。また湛水被害も頻
繁に発生している。平成 27 年度から県営竜北地区湛水防除事業を実施しているが、昨年度までに
導水路整備が一部完了したものの、残りの整備と併せて排水機場の整備に向けた事業を一刻も早く
事業を完了させる必要がある。
　引き続き事業に必要な当初予算の確保をお願いしたい。
　併せて、不知火干拓の若洲排水機場も、氷川排水機場と同様に設置後 30 年以上を経過し、施設
の老朽化が見られており、排水不良による湛水被害が発生している。同施設も湛水防除事業として
事業申請採択に配慮をお願いしたい。

　和鹿島海岸堤防の強化

　平成 28 年に発生した熊本地震では、氷川町の農地海岸（和鹿島海岸）においては甚大な被害が
発生したが、国の直轄代行により早期復旧を実施していただいた。
　しかし、日奈久断層帯を抱えているため、今後起こりうる地震災害から人命や財産を守るには、
海岸堤防の耐震強化が急務の課題となっている。海岸堤防の早急な耐震化整備予算の確保をお願い
したい。

表紙の
ひとこと

　

6
月
18
日
に
議
員
14
名
と
事
務
局
2

名
が
行
政
視
察
研
修
と
し
て
氷
川
町
に

来
町
し
た
。
岩
手
県
金
ヶ
崎
町
の
人
口

は
氷
川
町
よ
り
若
干
多
く
1
5
，
6
0
0

人
、議
員
数
は
15
名
。
研
修
の
主
な
テ
ー

マ
は
、「
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行
」
に

つ
い
て
と
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。

　

担
当
職
員
が
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀

行
の
概
要
、
地
区
づ
く
り
委
員
会
の
概

要
、
住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
補
助
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

た
。

　

ま
ち
づ
く
り
関
連
で
は
、
地
区

別
計
画
と
こ
れ
ま
で
10
年
間
の
成

果
の
事
例
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て

は
、
八
代
市
、
氷
川
町
、
芦
北
町

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
概
要

や
氷
川
町
か
ら
の
発
信
提
案
の
内

容
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
成
果
や

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
見
込
み
な

ど
や
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
等
を
説
明
し
た
。

　

岩
手
県
金
ヶ
崎
町
の
議
員
か
ら

は
、「
氷
川
町
の
取
組
み
に
つ
い

て
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。
今
後

の
議
員
活
動
に
反
映
さ
せ
て
ま
い

り
た
い
」
と
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。
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　私たち太極拳クラブは、年齢、場所、経験な
どにこだわらず、「元気で長生き」を目標にク
ラブを設立して 8年位になります。
　はじめは、ゆっくりだから易しいんじゃない
かと思ってこられた会員さんも、健康にいいことはわかっていても、力は使わず、足裏からの反発で手
や足を動かして、できるだけ自然に呼吸を合わせるというのはなかなかです。呼吸法や健身法を続けて
いくうちに膝や肩の痛みが少しづつ取れていくことを体感することができるのです。
　また、気のおけない仲間とのおしゃべりも楽しいことの一つです。
　緩やかな音楽に誘われ、心地よく全身を動かした後の爽快感は、心身共に癒される時間を共有するこ
とができます。あなたも一緒にやってみませんか。（見学自由）

　
　・練習日　　毎月第１・３・４週　火曜日
　・時　間　　午前１０時～１１時半
　・場　所　　氷川町公民館２Ｆ　研修室２
　・指導者　　２名
　　　　　　　（日本太極拳連盟指導員資格有り）
　・連絡先　　氷川スポーツクラブ事務局
　　　　　　　62－3198　担当 濱田

スポットスポット
Ⓒ 2009 town HIKAWA

　議会だより２６号から今回の３２号の７
号、約２年間にわたり、町民の皆さまにはご
一読いただき誠にありがとうございました。
　町議会広報調査特別委員会条例の規定によ
る編集委員会任期２年間を、なんとか全うす

ることができました。
　広報編集委員会では、積極的に議会開催の内容をお知らせすること
が大きな役割であるとし、いま議会では何を議論しているのか、また
議会は何をしているのかを、議会だよりでできる限りお伝えしようと
心がけてまいりました。県町村議会議長会が開催する編集委員会研修
に出席し、講師の先生からご指導を受けたり、県内の優秀自治体の議
会だよりも参考にしながら編集面にいかそうと努めました。
　しかしながら、努力不足の点も否めず、町民の皆さまに充分ご満足
いただけるような出来具合ではなかったかと存じます。
　現在の４人の議員メンバーでの編集は今号で終了となりますが、次
からの議会だよりも引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

編集後記

「太極拳」クラブ
氷川町総合型スポーツクラブ

次号は令和元年11月発行予定

発行責任者　　上田　健一
委　員　長　　西尾　正剛
副委員長　　木下　　厚
委　　　員　　片山　裕治
委　　　員　　清田　一敏
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